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[第 65固岡山実験動物研究会のお知らせ]

第65回研究会は今年6月29日(金)午後に会員持

ち回り会場での開催を予定しています。一般講演を

中心に企画しますので、希望者は事務局あるいは最

寄りの理事、常務理事宛に奮ってお申し込み下さい.

[事務局からのお知らせ]

会員皆様のお陰で、昨年 12月7日に創立30周年

を迎えることができました。研究会の会長は今年 1

月に三谷恵一先生から織田銑ー先生に交代されま

した。事務局では新たな気持ちで、取り組んでいく

決意でおります。会の運営や研究会の企画、会報の

編集、内容などにご希望、ご意見等がありましたら、
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遠慮なく事務局(総務担当)または最寄りの常務理

事まで御連絡下さい。

事務局の連絡先は下記の通りです。

〒700-8530 岡山市北区津島中 1丁目 1一l

岡山大学農学部国枝哲夫

TEL:086-251一8314

FAX: 086-251-8388 (農学部総務係)

E-mail : tkunieda@cc.okavama-u.ac.jp 

会計担当 :浅田 伸彦(岡山理科大学理学部)

E-mail : asada@zool. ous. ac. jp 

編集担当:佐藤勝紀(岡山大学農学部J
E寸nail: ksato@cc. okavama-u. ac. jp 

HP:http://okayamaexpanism.sh町 epoin仁∞mJ

Pages/default.aspx 

[会費納入のお願い]

平成24年度の年会費として、正会員は1，000円、
賛助会員は 30，000円(一口)を徴収致しますので、

郵便払込通知票を用いて、年会費をお振込み下さい

ますようお願い致します。なお、会費納入は会報の

発行、送付時にお願いしております。会報の発行、

送付が遅延していることから会費の納入は会報発

行の前年度分になりますことをご了承下さい。

[編集後肥]

会報第 29号では創立30周年記念特集を企画し、

名誉会員の方々から祝辞、想い出、今後の期待など

を寄せていただきました。記念特集では多くの頁を

割いて、研究会の 30年間の活動やユニークな企画

等について紹介致しました。本報にご寄稿いただい

た講師の方々並びに先生方、会員の皆様に心から厚

くお礼申し上げます。引き続き、会員の皆様からの

積極的なご投稿をお願い致します。今回も賛助会員

の皆織に感謝と御礼の意を込めて広告掲載を致し

ました。

クローズアップ現代、間Kfエユースウオッチ 9J

の番組で、殺鼠剤が効かない「スーパーラット」が

増殖しているという紹介がありました。中国ではさ

らにあらゆる薬が効かない「超スーパ}ラット」が

出現しており、その多くはクマネズミで、殺鼠剤に

耐性のある肝臓の泰代謝能力が高くなっていると

言う。クマネズミは高い学習能力と環境適応能力を

持ち、警戒心が強く、駆除は難しいとされている。

このネズミがウイルスを媒介し、中国では腎症候性

出血熱で死者が出ていると報告されています。

最近、圏内で初めてマダニの一種のフタトゲチマ

ダニ(野山に生息)が媒介する新種の感染症「重症熱

性血小板減少症候群(SFTS)Jで死亡したと発表され

ています。原因となる SFTSウイルスは 20日年に特

定されたもので、厚労省によると、 2009年頃に中

国で発生したと報告されています。 S円Sウイルス

の遺伝子の溢基配列が中国のものとはわずかに異

なっていることから、日本に元々存在していたウイ

ルスの可能性が高いとみられています。
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岡山実験動物研究会会則

(名 称)
第 i条 本会は岡山実験動物研究会(英文名:

(tkayama Ass∞iation for Laboratory Animal 
Science) と称する。

第事条 本会は岡山県並びに県外において実験

動物及び動物実験に関心をもっ人々によって組

織された団体である。

(目的)

第8条 本会は実験動物及び動物実験についての

知識の交流をはかり、あわせてこれら関連領域の

準展に寄与することを目的とする。

(事業)

第 4条 本会は前条の目的を達成するために次の

事業を行う。
1.学術集会、講演会等の開催

2.会誌及び関係学術資料の刊行

3.会員相互の連絡

4.その他必要と認められる事業

(舎 員)
第6条 本会の会員は次の通りとする。

1.正会員本会の目的に賛同して、所定の

入会申込書を提出した個人とす

る。
2. 賛助会員本会の目的に賛同し、理事会の

承認を経て所定の入会申込書を

提出した個人または法人とする。

3. 名誉会員 本会の発展に功労があった者で、

理事会の承認を経て推薦された

者とする。

(役員)
第6条 本会に次の役員をおく。

1.理事 15名以上 25名以内(うち、会長

2.監事

3.評議員

(役員の選任)

1名及び常務理事若干名)

2名

若干名

第 7条 会長及び常務理事は理事の互選によりこ

れを定める。理事は正会員の互選により選出さ

れた者とする。監事及び評議員は理事会が選出
し、会長がこれを委嘱する。

(役員の職務)

第8条 役員の職務は次の通りとする。

1. 会長は本会を代表し、会務を統括する。

必要に応じ理事会及び常務理事会を召集する。

会長に事故あるときは、理事の互選により 1
名を遺び、会長の職務を代行する。

2. 理事は理事会を組織し、本会の会務を審議

し、議決する。

3. 常務理事会は会長を補佐し、庶務、会計、

渉外、集会、広報などの実務を担当する。

4. 監事は本会の会計を監査する。

5. 評議員は評議員会を組織し、会長の諮問を

うけ、重要事項を審議する。

(役員の任期)

第9条本会の役員の任期は 2年とし、再選は妨

げない。

(会計)

第 10条 本会の経費は正会費並びに賛助会員の

会費、寄付金、その他の収入をもってこれに

あてる。会計年度は暦年度とし、会費は別に

定める。

(運営規則)

第 11条 本会の運営はこの会則によるが、会則の

変更は理事会の議決を経て、総会の承認を受

けることとする。

(総会の構成)

第 12条 総会は正会員をもって組織する。

(退会)

第 13条 会員が脱会しようとするときは、脱会

届けを会長に提出しなければならない。

(事務局)

第 14条 本会に事務局を置く。

本会則は平成2年 12月1日より施行する。

本会則は平成 15年 11月28日に一部改正。




